
RonaldC.Nairn.InternationalAidto

Thailand, theNew ColonialismP New

HavenandLondon:YaleUniversityPress,

1966.vii+229p.

著者は現在,アリゾナ州プレスコット大学学長で

あるが,軍事 ･外交研究の諸分野で東南アジアに20

年以上にわたり関係,そのうちタイに5年間在住し

た東南アジア専門家である｡

この東南アジアの経験をもととして,発展途上国

にたいする外国援助のケース ･スタディにタイをと

りあげ,外国援助がはたして ｢新植民地主義｣かど

うかという課題に答えようとするのが本書である｡

この大きな問題を対象としているが,実はその題

目と問題と内容とには,ひじょうな違いがある｡い

うまでもなく,タイにたいする外国援助のなかで,

きわだって大きいのはアメリカの援助であるCとこ

ろが,これは本書では取り扱われていない｡またか

りに,ここでいう internationalaidを狭義に解

して,国際機関による援助に限定しても,タイの経

済開発に最 も貢献している世界銀行 (IBRD)につ

いても,ぜんぜん触れられていない｡ここでとりあ

げられている国際機関はユネスコだけである｡しか

もユネスコはタイに対していろいろな援助活動を行

なってきたが,そのうちで1951年から開始されたバ

ンコク南方の ChaCheongSaoにおける Educa-

tionalPilotProjectと1953年から進められた東北

タイのウドンにおかれたThailandUNESCOFun-

damentalEducation Center(TUFEC)の二つ

だけしかとりあげられていない｡

しかし,この ChaCheongSaoProjectとTU

FECの2ケースの研究としてほ, その背景から実

施状態,さらに成果に至るまで,きわめて綿密であ

り興味深い｡

本書は3部からなり,第1部は二つのプロジェク

トの機構を説明し,第2部ではこれにたいするタイ

側の反応をとりあげ,算3部では末端-のプロジェ

クトの影響や浸透を検討している｡もともと,Cha

CheongSaoProjectは教育方法の改善を, TUF

ECは communitydevelopmentを主目的とした

ため,その目的は異なっている｡しかし,著者は両

プロジェクトとも成功をおさめなかったとする｡そ

の失敗原因として,派遣専門家がタイ語に不自由し,

タイの社会環境-の準備が不十分であったこと,辛

段や方法がタイのニー ドに合致しなかったこと,国

運の態度や方法が旧植民地宗主国とあまり異ならな

かったことをはじめ,多 くの点を指摘する｡わたく

Lは,ほとんど全面的に著者の見解に同意する｡

しかし,本書で触れられていないが,ひじょうに

重要に思われる点は,約10年間ユネスコによって営

まれたこの両プロジェクトがタイ政府に引き渡され

たあと,まるで死んでしまったかのような状態にお

ちいっている事実である｡しかも,この状況にたい

しタイ政府側はもちろん ユネスコ側も何ら反省し

ていないことである.プロジェクトが失敗であると

批評し,その原因を指摘することはやさしい｡だが,

いぜんとしてその施設が残っている以上は,これを

いかにして再生させるかが,重要なのではなかろう

か｡著者がこの点についてほとんど触れていないこ

とを残念に患う｡

とはいうものの本書は,ユネスコの二つのプロジ

ェクトのケース ･スタディとして,すぐれた研究で

ある｡発展途上国にたいする外国援助のひとつの側

面にかんする重要な文献となるであろう｡

(本間 武)

Shigeru lshikawa.EconomicDevelop-
mentinAsianPerspective.Tokyo:Kino-

kuniya,1967.xix+488p.

本書は,一橋大学経済研究所の EconomicRe-

searchSeriesN0.8として,石川滋教授がアジア

諸国をデータとして,まとめあげられた低開発国経

済発展理論である｡

著者はまず本書の背景として,つぎの3点を明示
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する｡第1に,現在の発展途上国の経済発展を規定

する初期条件は,多 くの点で現在の先進国のかつて

のそれとは異なる｡第2に,そのため発展途上国の

経済発展は,先進国の経験にくらべて,より困難に

なっている｡第3に,先進国の過去の経済発展の経

験やそれにもとづ く理論は,現在の発展途上国には

そのまま通用されえないことが多い｡

本書は5章からなる｡第1章は,とくに発展の初

期条件と経済成長率を中心として,経済発展分析の

一般理論を明らかにする｡第2章は,農業発展のた

めの基礎投資と戦略とをとりあつかう｡これはわた

くLにとってとくに興味深い農業開発理論である｡

ここでは,アジア農業の開発視点からの特質を明ら

かにしたうえで,とくに洪水防御,漕概排水と施肥

とを重視し,そしてプロジェクトの選択,あるいは

資本調達など,生産基盤条件と生産改善条件とにま

つわる諸問題を検討する｡第3章では,農村部門に

おける過剰労働力問題がとりあげられ,労働の増投,

農民の行動パターン,過剰労働力の吸収など,ひじ

ょうにおもしろい問題が提示されている｡第4章で

は農業と工業との間における純資源流動関係を分析

する｡すなわち,経済発展過程においての,その流

れの方向と大きさを明らかにする｡そのひとつの示

唆として,工業化は農業部門からかなりの大きさの

資本の流入を必要とするという先進国についての従

来の理論に疑問をなげかける｡第5章は技術進歩と

工業発展の二重構造と題して,工業部門の発展をと

りあっかい,技術の選択は,工業種類の選択と同時

になされるべきことを強調するo最後に統計データ

のリストがあげられる｡きわめて丹念に集められ,

著者の現実認識-の意欲のほどがうかがわれる｡

理論と現実とをふまえた低開発国経済発展にかん

する研究として,本書は世界的にみて最高水準をゆ

くものだと思われる｡著者の日ごろの研鎖と,この

輝かしい成果とにたいし,心から敬意を表さなけれ

ばならない｡

もちろん これだけの膨大な研究であり,またき

わめてチャレンジングな内容であるだけに,いろい

ろと質問させてもらいたい点を感じる｡そのうちの

ただひとつだけをあげさせていただくと,アジアの

発展途上国は,台湾,韓国をのぞくと,大きくわけ

て,中国 ･東南アジア諸国 (これには質的にセイロ
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ンをいれてもよかろう)･インド (これにパキスタ

ンを加えよう)の三つになる｡この間に,共通的な

要素も決してないわけではないが,きわめて異質的

な要素が多いのではなかろうか｡わたくLは昨秋ユ

ネスコ国際諮問委員会に出席したとき,同じく開発

途上国といわれているサハラ以南のアフリカ諸国と

東南アジア諸国との相違のあまりにも大きいのに驚

いた｡これと同じことがこのアジアの3地域につい

てもいえはしないだろうか｡この意味でも,経済開

発理論のむずかしさを強 く感じさせられるのである｡

(本間 武)

DawKyan.BinggaZa:-thwa:-sadan:.Ran-

goon:Myanma-Nainggan Tllamaing:-Ko

mashin,1963.86p.(rJ･- ･チャン編『ベ ンガ

ル訪 問記録文書』ビルマ国史委員会)

本書は,ビルマ国史委員会 の報 告書 シ リーズ

No･2で,1830年にビルマ王国からベンガル-派遣

された外交使節団の往復旅行日誌 (原本は員多羅)

を印刷製本したものである｡

第一次英緬戦争直後の1826年2月24日に締結され

た ｢ヤンダボ条約｣第6条に基づき,英国とビルマ

王国は相互に駐在官を置くこととなり,英国からは

MajorBurneyが1830年4月24日に王都アバに着

任し,ビルマ王国側からはマ-ーシー ドゥ-を首席

代表とする84人の使節団が英国総督の居所ベンガル

へ派遣された｡

この一行の主な目的は,編者 ド- ･チャンの序文

によれば,(1)カボー峡谷地帯のビルマ王国-の返還,

(2)ヤンダボ条約第4条に規定された境界線,サルウ

ィン川の対岸にあるマルタバン地方の返還,(3)アラ

カンとテナセリム地方の返還,(4)駐在官の相互派遣

を規定したヤングボ条約第6条の撤廃,等を英国総

督に要求することであった｡

一行は1830年10月9日にアバを出発,イラワジ川

をくだって陸路アキャブ-也,そこから船でベンガ

ルに向かった｡1832年11月23日,アグラで総督と会

見,翌33年 9月21日にアバへ帰任した｡

本書は,その往復の旅行日誌を日付順に編纂して

本文 (pp.25-60)とし,さらに編者の序文 (pp･ト
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24),使節団長 マ--シー ドゥ- (本名 ウ一 ･シュ

エ)の解説 (pp.6ト73),および派遣に関連性をも

つ7種の公式文書を補足追加した付録 (pp.75-86)

とから成り立っている｡

したがって,本書は第一次英緬戦争を境として大

きく変動することになったビルマ王国の姿を,近代

史 ･政治史の立場から解明する場合に,有益な一つ

の資料となり得る性格をそなえているといえよう｡

また,コンパウン王朝末期に欧州-派遣されたキン

ウン･ミンデーの ｢ロンドン訪問日誌｣と ｢フラン

ス訪問日誌｣, り一 ･チェインの ｢ポル トガル ･ス

ペイン･イタリー訪問日誌｣に先立つ日誌文書の先

駆的存在としても,その存在価値は大きいといえる｡

(大野 徹)

Tekkado-Pinnya-Padetha-Sazaung.vol.

I,pt.1-4(1966),vol.II,pt.i-2(1967).

(大学統括局編 『大学学術綜 合研究』 ラング

ー ン :大学統括局,1966,1967)

ビルマの学術研究誌は,従来各学部 ･各研究所ご

とに編纂 発行されていたため,特殊な人を除いて

一般に入手困難であった｡また内容も特定の専攻分

野のみに限られていた｡日本で利用できるものとし

ても,わずかに JournaZoftheBurmaResearch

Societyや,BulletinoftheBurmaHistorical

Commission等があるにすぎなかったO

革命政府成立後,研究 ･教育の振興に力がそそが

礼,1966年3月,はじめて全ビルマの大学,予科大

学を網羅した総合学術研究誌が誕生した｡これはビ

ルマの教育 ･研究史上画期的なことと言えるだろう｡

現在は季刊誌として年4回発行されている｡

本誌には次のような特徴がある｡(1)収録された論

文の内容が,自然科学 ･人文科学 ･社会科学等,あ

らゆる分野にわたっていること｡(2)ビルマの全大学

を包含していることから,執筆者の顔ぶれも,ラン

グーン,マンダレ一両文理大学をはじめ,敏育大,

経済大,工大,農大,医大,畜産大,陸大,モール

メン･ミッチーナ一両予科大等の教授,講師,助手,

副手等多士済済であること｡(3)収録論文のすべてが,

ビルマ語で記述されていること｡

紹 介

第1巻第1号の序文にみられる文相フラハン大佐

の言葉を借りるまでもなく,全論文がビ ルマ語で統

一されていることは,≠史上初めて'̂であるばかりで

なく,民族主義に基づ くこの国の教育体制が既に確

固たるものになってきていることをうかがわしめる｡

高等教育機関における用語の問題は,1948年の独立

と同時に一つの重要な課題であったが,その実現は

想像以上に困難であった.文部次官ニ-ニー博士の

説明 (vol.Ⅰ,pt.1の巻頭文)によれば,ビルマ語

が大学における教育用語として適用されるようにな

ったのは,1966年11月頃からだという｡

収録された論文の大半が研究対象をビルマに求め

ているため,ビルマ研究に従事している諸外国の学

者にとってもその利用価値はきわめて大きく,これ

からは本誌の存在に無関心でいることはできないと

思われる｡仝論文の内容を逐一紹介する余裕がない

ので, 主なる論文名を参考までにとりあげてみる

と, ド一 ･ユーミン ｢インダレ～族の社会的慣習｣,

ウー ･コ～コーマウン ｢コンパウン時代におけるビ

ルマ経済史｣, ウ一 ･バシン ｢ベイタノウ城跡と史

的解釈｣, ド一 ･ティンミ｡ウグウェ ｢ビルマの有

用樹木｣,ウ一 ･ポウチョ-ミィン ｢封建時代にお

ける長編小説の流れ｣,マ ･キンタン ｢インレー地

方の漁具｣, ウ一 ･シュエ トイン ｢シャン語に関す

る言語学的研究｣,タントゥン博士 ｢アバ時代の碑

文にみられる史的資料｣, ド- ･インインミャ ｢ビ

ルマにおける所得税制度の変遷｣等ほ有益な示唆に

富んでいる｡

ただ難点を言えば,本吉の収録論文が玉石混交だ

という点であろうOきわめてユニ-クな研究成果か

ら,大学の講義録程度のものまで千差万別である｡

純粋な学術研究誌たらんことを願うのであれば,や

はり専攻分野に寄与し得るような独創的な研究論文

に焦点をしぼるべきであろう｡

ともあれ,ビルマ学界に一致団結した形の研究機

関誌が誕生したことを喜ぶとともに,諸外国との学

問的交流が今後盛んになることをこころから祈る次

第である｡

(大野 徹)
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DireekChaiyanaam.Thaikabsongkhra-

amlookkhrang thii 2.Bangkok..Prae

Pittaya,1966.1147p.

本書の題名は, ｢タイ国と第二次世界大戦｣の意

味である｡そして,著者の Direekは,32年革命

以来,タイ政界で活躍を続けてきた文官政治家とし

て著名である｡外交官歴も長いので,国際的な知名

度も高 く,そのかれが,このような本を著わしたと

知ったら,いちおうの関心を示すものは少なくない

はずだ｡

たいへんな力作である｡大戦直前のタイの外交関

係の説明にはじまり,戦争開始後タイの辿った親日

化の過程,そして戦後の自由陣営との接近の過程が,

こと細かく解説されている｡あえて ｢分析｣とはい

うまい｡事実の羅列は,タイ人特有の dillettantism

好みがなくならない限り,どうにもなおらないだろ

うから. しかし,あわせて1000ページ以上に及ぶ2

巻本に,戦争当時のタイが辿った公式外交路線の解

説と関係資料がぎっしりと収められているのだから,

有益でないはずがない｡

本書が無味乾燥な公式記録集藁に堕さなかった理

由は,著者自身にとって,戦争当時および戦後のあ

る時期が,ある種の感慨をもって思い起こされる時

期だからである｡政治家としての Direekが,もっ

とも華やかな脚光を浴びたのはその頃ではなかった

か｡従って,本書のある面は,Direek 自身の回顧録

でもあるわけだ｡かれが1947年2月に Tbamrong

内閣を辞任した理由については,当時いろいろ憶測

がなされたが,本書において,かれは当時のことを

くどく回顧し,理由づげを試みたりしている (pp.

679-708)｡だからかれの 自叙伝風な個所は, 政治

史の資料として貴重である｡

この本のような力作が,タイ人の手によってどん

どん書かれるようになると,タイ研究はもっとおも

しろくなることだろう｡ふつう,タイの現代政治史

研究に役に立つ本としては,匿名のジャーナリス ト

のあやしげな政治論か,さもなくば政府の刊行する

公式文書か,そのいずれかしかない｡実際政治に関

与した政治家は,めったに文章を書かない｡この本

はその点貴重な例外なのである｡

本書全体が貴重な資料の宝庫であるが,なかでも,

ふんだんに引用されてあるたくさんの手記や文書の
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なかには,ふつう入手できないものもあって (たと

えば,pp･341-474 に引用されてある,戦時中の

タイ国内事情を描いた3人の政治家の手記),この

上なくありがたい｡

もっとも,いうまでもなく,これも欠点のない本

ではない｡この本だけで,第二次大戦前後のタイの

すべてがわかるとは考えられない｡派閥政治を特徴

とするタイでは,1人の政治家が知りうる事実は限

られている｡それに,著者自身,その間駐日大使や

駐英大使をしたりして,限られた経験しかもてなか

った事実も考えねばならない｡また,人間心理や動

機が描けていない点に大きな不満が残る｡ しかし,

文句はいうまい｡とにか く得難い貴重な本なのだか

ら｡ (矢野 暢)

Gordon Young.TractsofanIntruder,

London: SouvenirPress,1967.191p.+12

photographs.

ここで言う "anintruder"とは,著者自身のこ

とを言う｡ ｢自然につけられた跡で,生き物が残し

た跡に対し,人間が残して行った足跡やナイフのキ

ズは "intruder''の跡である｡｣と言う意味の La-

hu-na語の歌から取られたものである｡題名からも

分かるように,本書は学問的な研究書ではないけれ

ども,著者の北タイの山地民 (主として Lahu族)

との生活が生き生きと描かれていて,非常に興味深

い本である｡著者はその `̀HillTribesofNorth

ernThailand"により日本の研究者にも広 く名を

知られているが,本書は前者とは趣を異にし,北タ

イの山岳地帯でラフ族の友人とともに行った狩猟旅

行に関する九つの話から成る｡ したがって,文化人

類学や言語学の本ではないが,それだけに山地民の

性格,移動,村の様子などが,単なる研究者として

ではなく,彼らの仲間の1人として,生き生きと描

き出されている｡すでに知られているが,著者は中

国雲南省の Lahu-na族の村で生まれ,英語よりも

Lahu-na語を先に覚えるほど山地民と密接な生活

を送り,ビルマ,アッサム,インド,ヒマラヤを経

て,現在は北タイのチェンマイに住み,USOMの
山岳民族のエキスパー トとして働いている｡考えて
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みれば,雲南,ビルマ,タイ国北部という著者の歩

いてきたコースは,現在の北タイの山地民のほとん

どがたどってきたコースと同じだと言える｡

現代タイ国では,本当に山地民の生活や性格を残

している山地民を探すのは車で行ける所ではもう不

可能になりつつあると思われるが,本書に描かれた

山地民の村は,すべて徒歩で何日もかかる所ばかり

で,まだ平地民の影響を受けて生気をぬかれていな

い Lahu-na族,Lahu-nyi族等が対象になって

いる｡

最後の1葦,BeyondtheSpiritGatesはアカ

族の村に関するものであるが,これも現代のように

われわれになじみ深いものとなる以前のアカ族を描

いたものである｡わたくLはアカ族の村に家を建て

て住んだことがあるが,本書に描かれているような

村-行くには,わたくしのいた村から3泊4口もか

けて歩かなければならなかった｡本書が扱っている

地域は,北タイの主なる山岳地帯をほとんど全部カ

バーしている｡ Lahu-na 族の他に, Lahu-nyi,

Lahu-shi,Aka,KMT の兵隊, ア-ンの密売団

などの動き,動物の分布等が描かれていて,たいへ

ん興味深い本である｡

(桂満希郎)

Khanakammakaan chamra prawatsaat

thaiKhanakammakaancatphim eekasaan

thaangprawatsaatwatthanatham laeb0-

0raannakhadii.ThalaengngaanPrawatsa-

ateekasaanboorannakhadii,Vol.I,No.1

& 2.Bangkok,1967.

1963年に設立されたタイ国歴史(chamra)委員会

の研究発表機関であり,4カ月に1回の出版物であ

る｡現在,上記の2冊のみが出ている｡本書は単行本

ではないので,この図書紹介に取り上げるにふさわ

しいかどうか疑問であるが,同委員会にはタイ同に

おける歴史 ･考古学の代表的な人達はほとんどすべ

て含まれており,現在の研究の動向を知るうえで重

要な出版物の一つにかぞえられるので,いま出てい

る最初の2冊のみを紹介 しておく｡報告の類は別に

すると,第 1号には五つ,第 2号には六つの論文が発

紹 介

表されているが,そのうちで1号 2号にわたって続

くものは,(1)スパタラディット･ディッサクン:13

世紀以前の東南アジアの状態について,(2)ローン･

サヤ-マ-ノン:アユタヤ史,(3)セーンソーム ･カ

セ-ムシー :ラタナコ-シン史である｡ここでは,

この三つを取 り上げるにとどめておく｡(1)は第1号

において地理および風土に閑する説明の後,この地

域の先史時代の住民に関する論述,ついでインド文

化の伝来とフ-ナンおよびタワーラワディーまでを

一気に説明し,第2号に入ってマレー半島およびイ

ンドネシア群島の西暦前より8世紀に至るまでの状

態を説明したものであるが,本論文は未だ完結して

いない｡(2)は第1号でいちおうアユタヤ王朝の変遷

を記したのち,第2号では統治,社会および経済を
論じており,当時の官僚制度や法律等がかなり詳し

く述べられているが,色々な本からひろい集めてそ

れを並べなおしただけという感 じがする｡(3)も同様

で,これといって新 しいものはなく,文献を整理 し

直したもので,文字通り chamra という感じであ

るが,第2号のビルマ対タイの多数の戦争の記録は

非常におもしろい｡これらの論文の他にも,最近の

調査の記録や碑文に関する研究発表などがあり,メ

イ国におけるタイ人の研究活動を知る上で重要な書

物と言わねばならない｡念のため,次の通り第1号

と2号との目録をあげておく｡

第1号

(1)Col.phrayaSiiwisaanwaacaa:まえがき

(2)PhrayaAm1maanRaachathon:歴史お

よび考古学について

(3)M.C.SuphattharaditDitsakun:13世紀

以前の東南アジアの状態について

(4)ChanthitKrasaesin:第4回委員会記録

(5)TriAmaattayakun:スコータイ王朝の古

都調査

(6)RoongSayaamanon:アユタヤ史

(7)M.氏.W .SaengsoonKaseemsii:ラタナ

コーシン史

(8)ChanthitKrasaesin:歴史 (chamra)香

員会設正について

(9)PrasoetnaNakhoon:スコータイ時代の町

の位置決定の方法について

(10)WilaatwongNoppharat:ムアング ･ウー
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東 南 ア ジ ア研 究

卜-ンの記録

(ll)編集局 :あとがき

第2号

(1)Col.phrayaSiiwisaanwaacaa:総理大臣

の公務遂行について

(2)M.C.SuphattharaditDitsakun:13世紀

以前の東南アジアの状態について

(3)PrasoetnaNakhon:スコータイ碑文研究

報告

(4)Khacoon Sukkhaphaanit:タイ史におけ

るヤソー トーンおよびアツコール トムについて

(5)R00ngSayaamanon:アユタヤ史

(6)M.氏.W.SaengsoonKaseemsii:ラタナ

コ-シン史

(7)ChanthitKrasaesin:Ngoen Khan Pa-

wm について

(8)TriiAmaattayakun:ピチットにおける都

跡調査

(9)ChanthitKrasaesin:あとがき

(桂満希郎)

Kulaap Manlikamaat.Khaiichaoban.

Bangkok:Samakhom phaasaalaenangsuu

haengprathetthai,B.E.2509 (1966).Ⅴ

+4+268p.

Samakhom phaasaa lae nangsuu haeng

prathetthaiは国際 PEN クラブの タイ国支部で

あるうえに,1958年に設立されて以来,タイ語 ･タ

イ文学に関して出版 ･会合等をはじめとして色々な

活動を続けて きて いるが, その他 に も土着文芸

(wannakam doem)の研究をも目的としており,

本書はその方面における研究成果として現われたも

ので,題名の Khatichaobanというのは "folk･

lore"のタイ語訳に当てられている｡全体は二つの

部分にわかれ,第1部はKhatichaoban(folklore),

第2部は nithanchaoban(folktale)となってお

り,両者とも北は ChiangRaiから南は Nakhon

SiThammaratにいたるまでの各地域で著者自身

が記録収集したものを集めている｡

第1部では, folkloreなるものの概念をヨーロ

654

第 5巻 第 3号

ッパおよびアメリカで発達した方法論にもとづいて

規定し,全部で13種類に分類し,それぞれの例が集

められている｡ しかし,最初の説明の部分がやや不

十分で,何にもとづいて本書の13種に分類 したのか

という点がはっきりしていないきらいがある｡これ

に対して,第2部の folktaleにおいてほ,その分

類方法をかなり詳しく説明しているので,第1部よ

りずっと明瞭である｡~最初に地域による分類, 形

(form)による分類,ついで AnttiAarneによる

Type Indexおよび,Aarne-ThomsonTypesof

Folktaleについて,その typeindexの例をあげ

ながら説明する｡ 最 後 に最 も詳細な方法として

Thompsonによる MotiflndexofFolkLitera-

tureを説明し,その indexの一部を例としてあげ

ている.さらに実際に 丘eldで取材する場合の技術

的方法を簡単にではあるがつけ加えていて,よくま

とまったものとなっている｡しかし,本書に集めら

れた folktaleの分類に用いられている方法は,

index方法ではなくて, 形 (form)による分類で

ある｡これは本書に集められた folktaleが合計38

というあまり大きくない数を考えれば,もっともな

ことかもしれない｡ 本書は folkloreそのもの,あ

るいはその方法論を論じた研究書ではなく,各地で

集めたものを一定の基準にもとづいて分類整理して

提出した資料集と見るべきものである｡

タイの folktaleを集めた本は今までにもかなり

出ているが,主として地域別に収集したもので,内

容的に見ると地名伝説から仏教本生薄に由来するも

のに至るまで雑然と1冊にまとめただけで,これと

いった明確な基準にしたがって分類整理したものは

本書が はじめてではなかろうか｡ タイ国における

folklore-folktaleも地域によってはやがて間もな

く消え去ろうとしているものもたくさんあるにちが

いないが,また一方こういったものはいくら集めて

もつきることのないものであるから,本書によって

示されたような一定の方法で収集,分類,整理され

記録されてゆくことが望まれる｡この意味で,本書

はその量はあまり多 くないが,一つの手本,あるい

は出発点となるものではなかろうか｡

(桂満希郎)
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